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言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
季節を感じる活動などを取り入れ「たのしい」を感じる事ができる活動を多く取り入れていきます。（進級・進学・こどもの日・七夕・夏祭り・ハロウィン・クリスマス・初詣・節分・ひ
な祭り・お誕生会など）
同じグループの事業所との交流会を行事を通して行うことにより多年齢のお子様との交流を持つ機会を作っています。

家族支援
事業所での様子を丁寧にお伝えし、ご家庭でのご様子も伺いながら悩み事などの
相談にも応じます。お子様も保護者様も安心して生活いただけるようサポートし
ていきます。

移行支援
送迎時に園や学校、他事業所ご利用時の様子を伺うとともに、こちらでの
様子もお伝えし、情報共有を行う。また、支援の方向性を理解して統一し
たステップアップにつながるよう連携を図ります。

地域支援・地域連携
必要に応じて関係機関をの連携を図り、情報の共有をしていきます。また外出
（施設見学、買い物学習など）やアニマート・サマーコンサート等の開催を通し
て地域の方々との交流を大切にしていきます。

職員の質の向上
外部研修への積極的な参加やグループ内の内部研修を行っています。研修
後、報告会や研修などを情報共有を図ることでより良い支援を目指してい
ます

支　援　内　容

本
人
支
援

来所してからの一連の流れ（靴を脱ぐ・靴をしまう・鞄から連絡帳を出し、所定の場所に置く。うがい・手を洗う・（トイレに行く）など）を写真カードを使用し視覚支援を取りながら、
自然とながれが身につくようサポートしていきます。また、来所時に検温測定、体調確認を実施しい、連絡帳に記録している。
家庭や学校と教論しながらトイレトレーニングを行っています。できた時はたくさん褒めて自信につながるようにサポートしています。

粗大運動としてバランスボール・リズム遊び・しっぽとり遊び・鬼ごっこ・縄跳び・公園あそび等を取り入れています。遊びの中で、お友達とのかかわり方やルールの理解も身につくよう
支援の目的の一つと考えています。

見通しを持ち、安心して行動に移すことができるようその日のスケジュールを絵カード等を用いてスケジュールボードに記載し、流れを明確にわかりやすくしています。
自由遊びの時間等、時間を視覚的に確認出来る事で見通しをもって行動ができるように行動時間タイマーを使用しています。
公園遊びに行く時には、楽しみながら戸外活動のルールを学んでいきます。

「おはようございます」「さようなら」「ありがとう」「ごめんなさい」など職員が手本となってひとり一人の表現方法で挨拶が自然に身に着く事が出来るように「元気に笑顔で」を心が
けています。
様々な遊びを用意し、好きな事を身に付け余暇を楽しむ事ができるようサポートしていきます。

他年齢・他学年のお子様とも一緒に活動を行い、集団であることに意識を持ちながら交流が持てるように見守り、声掛けをしながら支援していきます。
「これなんだろう」「たのしかった」「だって・・」など子どもが発信した言葉に注目したり、表情や表現を見て思いを受け止め、やり取りにつながる言葉がけを大切に支援していきま
す。

法人（事業所）理念
「元気に！いきいきと！」をテーマに、「遊び」を通して、精神的、身体的機能を伸ばし、将来社会的自立ができるようになることを目標とした一人ひとりの発達段階に合った内容を考
え、身辺自立、運動・認知、言葉、社会性等　様々活動を通して周囲に関心を持ち、集団意識を高め、保護者の方々と共に考えながら総合的に発達を促せるよう無理のない計画を立て実施
します。

支援方針
「元気に！いきいきと！」をテーマに、「遊び」を通して、精神的、身体的機能を伸ばし、将来社会的自立ができるようになることを目標とした一人ひとりの発達段階に合った内容を考え、身辺自立、運
動・認知、言葉、社会性等の指導を行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもたちが、好きな事や楽しいことを
見つけて「もっと知りたい」を伸ばしていけるようにのびのびと活動できる場所として事業所の利用をしていただける事が大切なことだと考えております。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 おれんじキッズ＆児童デイサービスアニマート名護いさがわ 支援プログラム(児童発達支援） 作成日


